
日本海溝・千島海溝沿いで巨大地震が発生した場合、北海道から千葉県にかけての
広い範囲で想定される甚大な被害に対し、備えの再確認や迅速な避難体制の準備を。

北海道・三陸沖
続いて発生する地震に注意！

すぐに避難できる体制の準備を！

想定されるリスクから
身の安全の確保

日頃からの
備えの再確認

すぐに逃げ出せる
体制での就寝

非常持出品の
常時携帯

緊急情報の
取得体制の確保

詳しくは
こちら

内閣府（防災担当） ・気象庁

●情報発信されたとしても、必ず後発の巨大地震が発生するとは限りません。
●本情報では、地震発生後１週間は、後発地震に備えた防災対応を呼びかけますが、事前
避難は呼びかけません。また、１週間経てば、後発地震が発生する可能性がなくなるわ
けではありませんので、引き続き、地震の発生に注意が必要です。

●本情報の発表がないまま、突発的に巨大地震が発生することもあるため、日頃から地震
への備えを行っておくことが大切です。
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内閣府（防災担当） ・気象庁

日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震

・最大津波高約30m

・死者約19万9千人

・低体温症死亡リスク

対策で死者８割減

被害想定 防災対策

①津波即避難の徹底
②避難ビル等の活用
③防寒備品の準備

等

津波高さ（m）
20.0-
10.0-20.0

5.0-10.0
2.0-5.0
1.0-2.0
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震度
7
6強
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5強
5弱

震度分布

最大震度7

最大津波高
約28m

日本海溝沿いの地震 千島海溝沿いの地震
津波高

想定される津波と震度

被害想定と防災対策
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